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第
８
号 

 

平
成
二
六
年(

二
〇
一
四)

六
月
七
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口
正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 
 

 

大
国
魂
神
社
の
算
額 

 

去
る
五
月
二
十
五
日
、
あ
る
用
事
の
帰
り
に
、
東

京
都
府
中
市
の
大
国
魂
神
社
（
六
所
宮
）
の
宝
物
殿

に
あ
る
算
額
を
見
学
す
る
べ
く
立
寄
り
ま
し
た
。 

こ
の
算
額
は
か
な
り
大
き
な
も
の
で
迫
力
が
あ
り

ま
し
た
。
多
く
の
問
題
の
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
し

た
が
、
ガ
ラ
ス
越
に
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
、
細
か

い
文
字
は
見
づ
ら
い
印
象
で
し
た
。
図
形
は
多
色
で

書
か
れ
て
い
て
全
体
と
し
て
は
調
和
の
と
れ
た
美
し

い
色
彩
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
に
置
い
て
あ
る
説
明

は
ご
く
簡
単
な
も
の
で
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
も

の
で
し
た
。
残
念
で
す
。
帰
り
に
受
付
の
巫
女
の
衣

裳
を
纏
っ
た
女
性
に
宝
物
を
解
説
し
た
資
料
が
な
い

か
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
愛
嬌
も
な
く
「
あ
り
ま
せ
ん
」

と
冷
た
い
回
答
し
か
戻
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
対
応
に
少
々
腹
立
た
し
く
感
じ
な
が
ら
も
、
何
も

言
わ
ず
に
帰
り
ま
し
た
。 

後
日
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
算
額
は
桜
材
で
、
縦

121

㎝
、
横222

㎝
の
大
き
さ
で
し
た
。 

  

大
国
魂
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
算
額
を
文
献
等
で
探

し
て
み
ま
す
と
、
次
の
四
面
が
あ
り
ま
す
。
但
し
現

存
す
る
の
は
見
学
し
た
一
面
の
み
で
す
。 

 

文
政
十
一
年
十
月 

遠
藤
三
左
衛
門
保
利
門
人 

 

武
州
多
摩
郡
小
野
宮 

澤
井
長
左
衛
門
寛
剛 

 

同
郡 

 
 

郷
地
邑 

紅
林
七
五
郎
保
教 

 

同
郡 

 
 

拝
島
邑 

島
田
小
三
郎
種
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

計
三
問
（
出
典 

算
法
雑
俎
） 

天
保
六
年
五
月 

内
田
恭
門
人 

 
 
 
 
 
 

志
州
鳥
羽
藩 

杦
田
清
九
郎
直
孟 

計
二
問
（
出
典 

豁
機
算
法
） 

慶
応
元
年
五
月 

鴨
下
春
良
門
人 

四
十
七
名 

計
四
十
七
問
（
出
典 

国
府
算
額
） 

明
治
十
八
年
三
月 

小
俣
勇
門
人
三
十
六
名 

計
三
十
六
問
（
現
存
） 

 

 

文
政
十
一
年
の
も
の
は
円
と
三
角
形
に
関
す
る
も

の
で
『
算
法
雑
俎
』
の
中
で
は
比
較
的
易
し
い
問
題

の
よ
う
で
す
。
天
保
六
年
の
も
の
は
図
の
よ
う
に
、

大
輪
の
周
上
を
異
な
る
円
の
中
心
が
旋
回
し
、
さ
ら

大国魂神社の算額（明治 18 年） 
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に
そ
の
円
の
周
上
を
別
の
円
の
中
心
が
旋
回
し
、
さ

ら
に･･･

、と
複
雑
に
入
り
交
じ
っ
て
並
べ
ら
れ
た
場

合
の
黒
点
の
軌
跡
の
周
長
や
面
積
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
私
に
は
到
底
解
け
な
い
難
問
で
す
。
慶
応
元

年
の
も
の
は
図
形
に
関
す
る
も
の
で
難
問
が
あ
り
ま

す
。 明

治
十
八
年
の
も
の
は
小
俣
勇(

造)

（
一
八
四
〇

～
一
九
一
四
）
の
門
人
三
十
六
人
に
よ
る
三
十
六
問

の
図
形
問
題
が
書
か
れ
て
い
て
、
難
問
も
あ
り
ま
す

（
佐
藤
健
一
『
多
摩
の
算
額
』）。 

 

小
俣
勇(

造)

（
一
八
四
〇
～
一
九
一
四
）
は
稲
城

市
矢
野
口
の
人
で
、
福
田
理
軒
に
関
流
の
和
算
を
学

び
、
郷
里
の
矢
野
口
村
に
和
算
塾
を
開
き
多
く
の
門

人
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。著
作
に「
数
理
図
解
」

と
い
う
の
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。 

弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
穴
澤
天
神
社
（
稲
城
市
矢
野

口
）
に
も
算
額
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
弟
子

た
ち
に
よ
っ
て
穴
澤
天
神
社
境
内
に「
小
俣
君
寿
碑
」

と
い
う
頌
徳
碑
が
建
て
ら
れ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

筆
者
も
そ
の
う
ち
見
学
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

最
後
に
『
多
摩
の
算
額
』
か
ら
具
体
的
問
題
を
四

例
示
し
ま
す
。 
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

古
川
氏
清
の
墓 

 

去
る
五
月
二
日
、
古
川
氏
清
（
一
七
五
八
～
一
八

二
〇
）
の
墓
を
見
学
し
ま
し
た
。
古
川
氏
清
は
旗
本

に
し
て
和
算
家
。通
称
は
吉
次
郎
な
ど
。字
は
珺
璋
。

不
求
と
号
す
。  

 

一
八
一
一
年
に
従
五
位
下
和
泉
守
に
叙
任
さ
れ
ま

し
た
。
広
敷
用
人
（
大
奥
の
職
名
）
と
な
り
文
化
十

三
年(

一
八
一
六)

八
月
四
日
勘
定
奉
行
と
な
り
、
文

政
三
年(

一
八
二
〇)

在
職
中
に
六
十
三
歳
で
没
し
ま

し
た
。 

 

算
学
は
中
西
流
を
関
川
庄
右
衛
門
美
郷
に
、
久
留

島
流
を
安
井
籐
三
郎
信
名
に
、
関
流
を
栗
田
安
之
に

学
び
、
遂
に
三
流
を
取
捨
し
て
至
誠
賛
化
流
（
三
和

一
致
流
）
と
い
う
一
派
を
起
こ
し
ま
し
た
。
門
人
に

久
保
寺
正
久
、
志
村
昌
義
ら
が
い
ま
す
が
、
桑
名
藩

主
の
松
平
忠
和
に
も
算
学
を
教
え
て
い
ま
す
。
著
書

に
『
算
籍
』『
円
中
三
斜
矩
』『
愛
宕
額
答
術
解
』『
饗

応
算
法
』『
円
中
三
斜
矩
』『
算
則
』『
側
円
求
積
明
解
』

『
数
学
雑
著
招
差
審
解
』『
風
箏
全
書
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

 

桑
名
藩
は
文
政
六
年
に
忍
藩
に
移
封
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
忍
藩
で
は
伝
統
的
に
至
誠
賛
化
流
の
和
算

家
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
田
中
算
翁
・
吉
田
庸
徳
・

伊
藤
慎
平
な
ど
は
み
な
至
誠
賛
化
流
の
人
で
す
。 

 

墓
は
東
淵
寺
（
台
東
区
）
に
あ
り
、
正
面
に｢

温
良

院
殿
従
五
位
下
前
城
州
刺
史
譲
岳
祖
恭
大
居
士
」、右

側
面
に
「
文
政
三
庚
辰
年
六
月
十
一
日
」
と
あ
り
ま

す
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

『
神
壁
算
法
解
』 

 

『
神
壁
算
法
解
』
は
利
・
貞
の
二
巻
。
写
本
。
寸

法
は
19×
27
㎝
。
利
の
巻
は
三
十
九
丁
、
貞
の
巻

は
十
九
丁
。 

 

利
の
巻
は
神
壁
算
法
の
巻
之
上
の
二
問
、
巻
之
上

附
録
の
十
八
問
を
取
り
上
げ
て
、
ま
た
貞
の
巻
は
神

壁
算
法
の
巻
之
下
か
ら
十
一
問
を
取
り
上
げ
て
何
れ

も
具
体
的
に
解
い
て
い
ま
す
。
図
形
を
赤
線
や
赤
字

で
補
強
し
な
が
ら
傍
書
法
で
解
い
て
い
ま
す
。 

利
の
巻
の
最
後
に
「
文
化
十
四
年
丑
八
月
写 

小

池
是
知
蔵 

印
印
」
と
あ
る
の
で
、
誰
か
の
も
の
を

書
き
写
し
た
よ
う
で
す
が
不
明
で
す
。
ま
た
小
池
是

知
も
不
明
の
人
物
で
す
。
貴
重
な
史
料
な
の
で
今
後

具
体
的
に
解
答
内
容
を
研
究
出
来
た
ら
良
い
と
思
い

ま
す
。 

 

『神壁算法解』 

古川氏清墓 
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『
神
壁
算
法
解
義
・
続
神
壁
算
法
解
』 

『
神
壁
算
法
解
義
』
は
四
十
五
丁
、『
続
神
壁
算
法

解
』
は
三
十
九
丁
。
大
き
さ
は
共
に
17.8×

25.8
㎝
。 

「
神
壁
算
法
解
義
」
と
い
う
語
は
こ
の
書
の
最
後

に
出
て
来
ま
す
。
表
紙
に
は
「
新
壁
算
法
解
圖
」
と

大
き
く
あ
り
、
同
時
に
「
此
書
者
大
日
本
之
算
学
師

藤
田
氏
始
而
著
後
年
ニ

至
リ

我
師
長
谷
川
氏
始
メ
テ

解

之
而
吾
ニ

授
之
時
ニ

明
治
十
八
歳
五
月
中
脘
日
」
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
い
う
長
谷
川
氏
は
長
谷
川
弘(

ひ

ろ
む)

（
文
化
七
年
～
明
治
二
十
年
）
で
し
ょ
う
。
つ

ま
り
長
谷
川
弘
が
解
い
た
も
の
を
授
け
ら
れ
た
と
解

釈
で
き
そ
う
で
す
。
神
壁
算
法
の
増
刻
版
の
問
題
も

含
め
て
ほ
と
ん
ど
の
問
題
を
解
い
て
い
ま
す
。但
し
、

巻
之
下
の
最
後
の
数
問
は
解
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

 

も
う
一
冊
の
『
続
神
壁
算
法
解
』
の
方
は
、
そ
の

語
が
初
め
に
出
て
来
ま
す
が
、
表
紙
に
は
「
大
日
本

算
師
□
□ 
長
谷
川
善
左
衛
門
解 

靏
岡
義
保
之
授 

續
神
壁
算
法 
靏
岡
□
□
□
」
と
あ
り
ま
す
。
続
神

壁
算
法
の
五
十
九
問
全
問
を
解
い
て
い
る
よ
う
で
す
。 

解
答
の
中
味
ま
で
は
検
討
出
来
て
い
な
い
の
は
我

な
が
ら
遺
憾
で
す
が
、
両
書
と
も
非
常
に
細
か
く
き

れ
い
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
感
動
も
の
で
す
。 

二
冊
と
も
靏
岡
義
保
と
い
う
人
が
所
持
し
て
い
た

よ
う
で
す
。 

 
  

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 

編
集
後
記 

関
東
地
方
も
六
月
五
日
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

平
年
よ
り
数
日
早
い
と
か
。
梅
雨
入
り
し
た
途
端
に

大
雨
注
意
報
が
各
地
に
発
令
さ
れ
て
、
し
と
し
と
と

し
た
梅
雨
と
は
凡
そ
か
け
離
れ
た
大
雨
に
、
風
情
も

何
も
な
い
と
少
々
が
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。 

 

池
水
は
濁
り
に
に
ご
り
藤
波
の 

影
も
う
つ
ら
ず
雨
降
り
し
き
る
（
左
千
夫
） 

 

こ
の
歌
は
今
の
季
節
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。
太
宰
治
が
玉
川
上
水
に

身
を
投
じ
た
の
も
こ
の
季
節
だ
が
、
直
前
に
こ
の
歌

を
書
き
残
し
て
い
た
と
か
。
梅
雨
は
何
と
な
く
マ
イ

ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
い
ま
す
が
、
自
然
界

が
う
ま
く
回
転
す
る
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
精
々
被
害
が
出
る
豪
雨
で
は
な
く
、
恵
み
の

雨
で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

『神壁算法解義』 

『続神壁算法解』 


